
粗飼料分析（NIRS）を開始しました 

 

CVASとサテライトラボ契約 

 

アメリカの飼料分析機関であるCVAS(Cumberland Valley Analytical Services)と日本で

初めてサテライトラボ契約を結び、NIRS（近赤外分析法）による粗飼料分析を開始しまし

た。粗飼料分析結果は最短でサンプル到着後、翌々営業日に報告でき、アメリカの CVAS

へサンプルを送らずとも、CVASと同様の飼料分析結果を報告することができます。 

 

 NIRSとは飼料サンプルに赤外線を照射し、吸収された度合い（吸光度）を測定し、あら

かじめ栄養成分がわかっている検量線と比較、分析することで栄養成分を算出する方法で

す。この分析方法は日本の粗飼料分析でも一般的に使用されている方法であり、一度の分

析で多数の栄養項目を計測できるというメリットがあります。弊社はサテライトラボ契約

を締結する CVASの作成した検量線を使用して分析を行います。 

 

NIRSの流れ 

 

 

CVAS とは 1992 年設立で、70 人以上の従業員を抱えるアメリカでも有数の飼料分析所

で、NIRSのみに限らず様々な化学分析を行い飼料の栄養成分を研究しています。飼料の繊

維、デンプン、蛋白質濃度だけでなく、繊維やデンプンがどの程度ルーメンで消化するの

か？蛋白質がどの程度ルーメンをバイパスするのか？など様々な項目を分析することが可

能であり、アメリカでも最大級の飼料消化率についての分析の実績があります。 

 



サテライトラボとは、その機関が所有する検量線のデータを使用して分析を行うことが

できる分析所のことを言い、CVASは世界中に 20カ所ものサテライトラボを展開し、世界

中からサンプルを集めて、分析に必要となるデータを収集しています。また、CVASのサテ

ライトラボとして粗飼料分析を行うことと同時に、CVASから様々な飼料の栄養特性や良質

粗飼料生産の情報を収集することも重要な仕事であると捉え、情報発信していきます。 

 

粗飼料分析開始の狙い 

 

CVASのサテライトラボとして粗飼料分析を行うことで、従来計測できなかった栄養項目

も計測することができるようになります。ルーメン微生物による試験管内での NDF 消化

率やデンプン消化率を計測し飼料の消化速度を算出することができます。粗飼料において

は、消化可能なNDFと消化できない uNDF(undigestibleNDF=試験管内で 240時間培養後

も不消化な)等をNIRSで迅速に計測することができます。この uNDF は従来考えられてい

るリグニンを係数として算出した値に変わる新しい食い込みの目安として注目されていま

す。いくら栄養濃度が高くても、消化性が悪く、消化できる部分が少ない場合は、牛が摂

取しても栄養としての利用効率が悪くなり、産乳成績や飼料の食い込みに影響を与えるで

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

分析フォームサンプル  

 

 

 

当社でも使用している AMTS などの最新の飼料設計ソフトでは、消化率等の多数の栄養

項目を考慮した飼料設計が可能であり、従来計測できなかった栄養項目を手軽に計測でき



るようになることで、より一層の AMTSの有効活用ができるものと考えております。 

 

飼料の栄養項目は現在も研究が進み、新たな栄養項目が増えています。今後も、新しい

栄養項目に関するデータが集まり次第、随時分析できる体制を整えております。粗飼料分

析の詳細につきましては、最寄り支店の営業担当までご連絡頂きますようお願いいたしま

す。 

 

                  


